
 

 

 

 

笑顔あふれる学校生活を目指して 
学校長 中村 公俊 

 

新年度がスタートしました。保護者の皆様、お子様のご入学、ご進級おめでとうございます。 

本年度稲荷台小学校に着任しました、中村 公俊（なかむら きみとし）と申します。よろしく

お願いいたします。 

３月末は、汗ばむほどの気温もあれば、４月に入り、傘が手放せない日もあり、気温の変化に 

新年度準備も大変だったかと思います。本日、子どもたちは新学年となり、笑顔での学校生活がス

タートしました。その胸のうちは期待と不安でいっぱいだったと思います。期待に胸を膨らませて

いる子どもたちの不安を少しでも取り除くためにも、学校・家庭・地域が力を合わせ、稲荷台小学

校を笑顔あふれる楽しい学校にしていきたいと思っています。これまでの稲荷台小学校の伝統を大

切にしながら、新しい気持ちでこの１年を教職員一同取り組んでいきたいと思いますので、変わら

ぬご支援ご協力、どうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、本校では今年度も、「自分とみんな いいな いいな 稲荷台」を学校教育目標とし、子

ども達を育てていきます。昨年度から教育課程全体で育成を目指す資質・能力として、「言語能力」

と「自分づくりに関する力」を重視していくこととし、この二項目をベースに具体的に取り組む事

柄として、 

〇子ども一人ひとりの思いを大切にしながら、系統性を重視した言語能力を育むこと。 

〇生活習慣を自ら整え、他者を理解する態度と自己を肯定する姿勢をもつ子どもを育てること。 

〇日々の観察とデータの効果的な活用で子どもの変化を捉え、学校生活の充実を図ること。 

に注力していきます。 

 そのなかでも、特に重点を置いていきたいこととして、「基本的な生

活習慣」を挙げたいと思います。昨年度より続けている「早寝早起き

朝ごはん」の習慣化と継続はもちろん、「あいさつ」や「返事」がしっ

かりできる子になってほしいと思っています。そこで一つ、キャッチ

フレーズを考えました。 

「あいさつ 返事は 心を込めて 元気よく!!」です。 
 あいさつをすることにより、お互いが気持ちよく、心がぽかぽかになります。また、気持ちのよ

い返事から、人間関係が広がったり深くなったりします。朝や帰り、授業中、教職員や友だち、地

域の人たちと出会ったとき、元気なあいさつや返事ができるよう、教職員一同で指導・支援に取り

組んでまいります。 
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